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今号のトピックス
♢巻頭言　
♢臨床の現場から 
♢永頼会設立60周年記念座談会
♢ナスバ病床～5年を振り返って～
♢第32回日本意識障害学会
　参加報告
♢第74回日本病院学会参加報告
♢連携医療機関の紹介
♢お知らせ
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Vol .  47
連携医療機関の紹介 当院の連携医療機関である先生をご紹介いたします。

所在地 　： 松山市竹原2丁目1-50
電話番号 ： 089-921-7000
診療科 　： 眼科、内科
休診日　 ： 木曜午後・土曜午後（内科のみ）・日曜・祝日
※眼科は診療終了時間の30分前までには受付をお済ませください。　　　　

　当院は「日本眼科学会認定眼科専門医」の院長と「日本内科
学会認定総合内科専門医」の副院長が、それぞれ眼科と内科
の診療を行っております。
　両科が密に連携することにより、糖尿病や高血圧などの生活
習慣病の早期発見と適切な治療が可能です。お一人おひとり

がおかれている環境
や状況を把握したう
えで治療方針を決め
ていけるよう、患者
さまのお話を時間が
許される限りお聞き
しております。そし
て、患者さまが病気

としっかり向き合っていただけるように、疾患の原因や今後ど
のような治療が必要なのかをわかりやすく説明させていただ
いています。これからも、地域のホームドクターとして患者さま
に寄り添った丁寧な診療を心がけていきたいと思います。
　松山市民病院には、かかりつけの患者さまが急な入院や精
密検査を必要とされた際な
どにお世話になっており、近
隣で開業している私たちに
とってはとても心強い存在で
す。引き続き、連携を深めて
いきたいと思いますので、よ
ろしくお願いいたします。
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近年の諸問題について
　　　―副院長着任に際し思うこと―
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　副院長 小田原 一哉
　この度、2024 年 5 月 1 日付で
副院長を拝命いたしました救急科
の小田原です。地域医療に従事し
つつ、救急医療に携わっていまし
たが、2008 年から救急科専従とな
り、2016 年 7 月に当院に着任い
たしました。臨床第一に医療に携
わっていた者が大役を仰せつかる
とは夢にも思いませんでしたが、
何卒ご指導ご鞭撻の程よろしくお
願い申し上げます。

　当院は松山圏域の二次救急輪番
制の一病院として、8 日に一度の
割合で二次救急を担当しています。
当番日には午前 8 時 30 分から 24
時間体制で診療を行っており、か
かりつけ医がある場合はそちらで
の対応をお願いしますが、基本的
には断らないスタンスで救急車の
受け入れを行っています。救急医
療は、急病時のためのものであり、
便利な時間外の医療機関ではあり
ません。安易に受診することは避

けていただきたく存じます。
　近年の新型コロナウイルス感染
症拡大以降に、歩行可能にも関わ
らず発熱という症状だけで救急要
請されて救急病院へ搬送される方
が多くなっています。そのような方
は救急搬送されても、救急対応で
はなく、通常の外来に回っていた
だくことになります。救急車の不適
切利用はその体制を逼迫させてい
ます。救急医療や救急車は限りあ
る資源です。是非とも正しいご利
用をお願いいたします。

　医療現場では、看護師の人手不
足が問題となっています。当院も
多分に漏れず、看護師の離職が多
く、看護体制の維持も苦慮してい
ます。厚生労働省の一般職業紹介
状況を見ると、2022 年の看護師（保
健師・助産師含む）の有効求人倍
率は、年間を通して約 1.9 ～ 2.5
倍を推移しています。過去 10 年間
の年度別の平均を見ても、ほぼ 2

　髙岡 洋子 先生　髙岡 明彦 先生

倍を下回ることがありません。看護
師が不足する理由の 1 つには、業
務量の多さや責任の重さなどが考
えられます。日本医療労働組合連
合会が 2017 年度に看護師らを対
象に行った労働実態調査の結果で
は、74.9% の看護師が仕事を辞め
たいと答え、辞めたい理由として
最多だったのが、人手不足による
仕事のきつさで、47.7% の人が回
答しているとのことでした。看護師
不足は病院の機能を低下させる一
因となりますので、看護師不足解
消の対策として夜勤などの手当を
充実させる、育児休暇や介護休暇
を取得しやすくする、スキルアップ
をサポートするなどの方策を取って
いきたいと考えています。

　二次救急を担う病院としての責
任を感じながら、業務を遂行して
いく所存ですので、よろしくお願い
いたします。

△眼科のみ午後診療（17：00まで）
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子ども神輿が中庭テラスを巡行！
　10月4日(金)、社会福祉法人永頼会
松山中央乳児保育園の園児たちが、
町内と中庭テラスを練り歩きました。
患者さんや当院のOB・OGも一緒に
「わっしょい、わっしょい」と応援しま
した。
　同日、永頼会60周年を記念して、
OB・OGによる茶話会を開催し思い
出話に花を咲かせました。
茶話会の様子は、次号で
特集いたします。

　着任医師の紹介
①専門  ②卒業大学、卒年  ③出身地  ④血液型  ⑤コメント（趣味など）

加洲 範明［外科］
①消化器外科　
②愛媛大学　2018年卒
③愛媛県松山市　④O型
⑤5年前に研修医でお世話に
　なっておりました。
　この度外科として再度赴任することとなりました。
　よろしくお願いします。

荻本 丈人［整形外科］
①一般整形外科　
②広島大学　2020年卒
③大分県大分市　④A型
⑤趣味は筋トレと麻雀です。
　広島からの転勤で初めて松山の
　土地で勤務いたします。慣れないことは多いかと
　思いますが何卒よろしくお願い申し上げます。

ボランティアさんの表彰を行い
ました
8月21日(水)、長年にわたりボラン

ティアとしてご活躍いただいている5名
の皆さまをお招きし、感謝の意を込め
た茶話会を開催いたしました。
　また、これまでの多大なるご貢献に
対する感謝の気持ちを込め、ささやか
ではございますが、表彰式も併せて執
りおこないました。

前列左より：村上義忠さん、山本幸男さん、玉井典子さん、
青木純子さん、三好美代子さん　後列左より：井上医療社会活動
室室長、神野事務次長、上岡看護部長、柚木院長、浅野事務長

医療安全標語　表彰
　「医療安全推進
週間」の活動とし
て、標語を職員から
募集しました。今年
度は232作品の応
募があり、1作品が
愛媛県看護協会より「医療安全推進賞」を
いただきました。また、3作品を院内で厳選
し「院長賞」として表彰しました。

松山中央乳児保育園の子ども神輿を囲んで（6ページに関連記事）　
かしゅう のりあき おぎもと たけと


